
 

令和元年度 第４回 

北杜市老人福祉計画及び介護保険事業計画策定委員会 

並びに北杜市地域包括支援センター運営協議会 次第 

 

 

令和２年１月１６日（木） 

１４：００～１６：００ 

於 市役所 西会議室       

 

１．開会のことば 

２．委嘱状の交付 

３．会長あいさつ 

４．議事録署名人選出 

５．議題 

 

（１）第６次ほくとゆうゆうふれあい計画について 

① 日常生活圏域の見直しの対応と設定 

② 地域包括支援センターの変更とスケジュール 

（２）地域包括支援センター事業について 

① 評価指標を活用した業務チェック 

（３）その他 

 

６．閉会のことば 

 

○次回の予定(案) 令和２年３月下旬開催 

・第６次ほくとゆうゆうふれあい計画について 

・地域包括支援センター事業について 

・その他 



 



日
常
生
活
圏
域
設
定
見
直
し
の
対
応
と
設
定

●
現
状
・
基
本
的
な
視
点

○
日
常
生
活
圏
域

・
日
常
生
活
圏
域
（
以
下
「
圏
域
」
と
い
う
。
）
は
、
地
理
的
条
件
、
人
口
、
交
通
事
情
そ
の
他
の
社
会
的
条
件
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
設
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
条
件
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
区
域
を
念
頭

に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
定
め
る
も
の
で
す
。
国
で
は
、
お
お
む
ね
3
0
分
以
内
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
区
域
と
し
て
、
中

学
校
区
を
単
位
と
し
て
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
圏
域
の
設
定

・
市
で
は
、
平
成
1
8
年
3
月
に
策
定
し
た
第
1
次
ほ
く
と
ゆ
う
ゆ
う
ふ
れ
あ
い
計
画
に
お
い
て
、
圏
域
を
2
圏
域
と
し
て
、
高
根
町
・
長
坂
町
・
大
泉

町
・
小
淵
沢
町
を
圏
域
と
す
る
八
ヶ
岳
南
麓
地
区
と
、
明
野
町
・
須
玉
町
・
白
州
町
・
武
川
町
を
圏
域
と
す
る
塩
川
・
釜
無
川
地
区
を
設
定

し
ま
し
た
。
こ
の
圏
域
は
、
地
理
的
、
歴
史
的
経
緯
、
人
口
、
高
齢
者
数
、
圏
域
面
積
が
ほ
ぼ
同
等
と
な
る
よ
う
設
定
し
ま
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
の
議
論

○
見
直
し
の
背
景

・
2
圏
域
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
長
年
の
地
域
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
第
5
次
ほ
く
と
ゆ
う
ゆ
う
ふ
れ
あ
い
計
画
に
お
い
て
、
圏
域

ご
と
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
基
本
目
標
に
位
置
付
け
、
現
在
の
2
圏
域
の
う
ち
1
圏
域
を
民
間
委
託
す
る
方
針
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
令
和
元
年
度
第
1
回
策
定
委
員
会
で
報
告
し
た
と
お
り
、
委
託
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
た
め
、
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
1
2
月
2
日
策
定
委
員
会
で
説
明
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日
常
生
活
圏
域
設
定
見
直
し
の
対
応
と
設
定

○
課
題

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
圏
域
ご
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
既
に
整
備
済
み
の
圏
域
に
新
規
事
業
者
の
参
入
を

認
め
る
の
は
難
儀
で
あ
り
ま
す
。

・
現
状
、
圏
域
数
と
セ
ン
タ
ー
設
置
数
の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
論
点

・
圏
域
見
直
し
に
よ
る
利
用
者
等
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
。

委
員
か
ら
の
主
な
意
見

・
現
在
、
2
圏
域
で
あ
る
中
で
、
別
の
圏
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
、
不
利
益
が
出
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
逆
に
1
圏
域
に
な
る
こ
と
で
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

・
1
圏
域
に
な
る
こ
と
で
、
市
民
で
あ
れ
ば
圏
域
を
ま
た
い
で
も
利
用
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
な
の
か
ど
う
か
。

●
対
応
と
設
定

・
圏
域
数
と
セ
ン
タ
ー
設
置
数
の
整
合
を
図
る
た
め
、
圏
域
数
を
2
圏
域
か
ら
1
圏
域
と
し
て
設
定
し
ま
す
。

・
市
全
体
を
1
圏
域
と
し
て
考
え
る
と
、
利
用
者
は
立
地
し
て
い
る
様
々
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
介
護
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
参
入
が
促
進
さ
れ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
市
全
体
で
の
利
用
者
支
援
に
繫
が
り
ま
す
。

・
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
あ
り
方
も
含
め
た
地
域
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
基
盤
整
備
に
努
め
ま
す
。
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日
常
生
活
圏
域
設
定
見
直
し
の
対
応
と
設
定

＜
参
考
資
料
＞

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
整
備
状
況

地
域
密
着
型
通
所
介
護
：
6
箇
所

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
：
1
箇
所
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
：
2
箇
所
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
：
1
箇
所

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
：
3
箇
所
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
：
1
箇
所

須
玉
町

地
域
密
着
型
通
所
介
護

1
箇
所

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

1
箇
所

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

1
箇
所

高
根
町

地
域
密
着
型
通
所
介
護

4
箇
所

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

1
箇
所

長
坂
町

地
域
密
着
型
通
所
介
護

1
箇
所

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

1
箇
所

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

1
箇
所

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

1
箇
所

明
野
町

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

1
箇
所

白
州
町

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

1
箇
所

令
和
元
年
1
2
月
2
日
策
定
委
員
会
資
料
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
変
更
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
現
状
・
基
本
的
な
視
点

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
を
図
る
た
め
、
日
常
生
活
圏
域
2
圏
域
の
う
ち
1
圏
域
（
八
ヶ
岳
南
麓
地
区
）
を
委
託
す
る
方
針
で
平
成
3
0
年
度
に
協
議
を
重
ね
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

・
結
果
と
し
て
法
人
か
ら
受
託
断
念
の
申
し
入
れ
や
委
託
仕
様
の
要
件
で
の
協
議
が
進
展
せ
ず
、
委
託
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
た
め
、
平
成
3
1

年
3
月
2
9
日
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
方
針
を
市
長
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

○
セ
ン
タ
ー
設
置
の
目
的

・
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
高
齢
者
等
の
心
身
の
健
康
保
持
及
び
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
業
務
と
し
、
地
域
住
民
の

保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援
す
る
中
核
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
の
設
置
主
体
は
北
杜
市
で
あ
り
、
市
は
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
体
制
整
備
に
努
め
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
適

切
に
関
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
地
域
の
関
係
機
関
の
連
携
体
制
の
構
築
な
ど
重
点
的
な
取
組
方
針
に
つ
い
て
、
市
と
セ
ン
タ
ー
が
共
通
認
識
の
も
と
、
協
働
し
て
適
切
な
運

営
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
6
月
1
0
日
策
定
委
員
会
で
説
明
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
変
更
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
こ
れ
ま
で
の
議
論

○
見
直
し
の
背
景

・
2
圏
域
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
長
年
の
地
域
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
第
5
次
ほ
く
と
ゆ
う
ゆ
う
ふ
れ
あ
い
計
画
に
お
い
て
、
圏
域

ご
と
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
基
本
目
標
に
位
置
付
け
、
現
在
の
2
圏
域
の
う
ち
1
圏
域
を
民
間
委
託
す
る
方
針
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
令
和
元
年
度
第
1
回
策
定
委
員
会
で
報
告
し
た
と
お
り
、
委
託
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
た
め
、
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
課
題

・
セ
ン
タ
ー
の
業
務
量
に
応
じ
た
適
切
な
人
員
体
制
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
。

・
高
齢
者
の
増
加
や
困
難
事
例
の
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
中
、
市
民
の
利
便
性
向
上
や
事
業
の
効
率
化
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。

・
地
域
の
社
会
資
源
の
把
握
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
よ
り
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

○
論
点

・
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
っ
て
増
加
す
る
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
、
き
め
細
か
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
。

委
員
か
ら
の
主
な
意
見

・
合
併
以
降
、
実
際
は
セ
ン
タ
ー
1
箇
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
枠
組
み
を
強
化
す
れ
ば
1
箇
所
で
も
大
丈
夫
だ
と

考
え
る
。

・
1
箇
所
で
よ
り
充
実
し
た
体
制
づ
く
り
を
す
れ
ば
い
い
の
で
は
。

令
和
元
年
1
2
月
2
日
策
定
委
員
会
で
説
明
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
変
更
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
セ
ン
タ
ー
の
変
更
と
対
応

・
日
常
生
活
圏
域
1
圏
域
に
直
営
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て
い
く
た
め
、
中
長
期
的
な
視
野
も
踏
ま
え
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

・
よ
り
市
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
環
境
と
す
る
た
め
、
高
根
総
合
支
所
に
移
転
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
深
め
る
中
で
、
機
能
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

・
高
齢
化
の
進
展
、
そ
れ
に
伴
う
相
談
件
数
の
増
加
を
勘
案
し
、
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
人
員
体
制
を
業
務
量
に
応
じ
て
適
切
に
配
置
し
ま
す
。

・
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
専
門
職
を
強
化
し
、
職
員
相
互
が
情
報
を
共
有
し
、
理
念
・
方
針
を
理
解
し
た
う
え

で
、
連
携
・
協
働
の
事
務
体
制
を
構
築
し
、
業
務
全
体
を
「
チ
ー
ム
」
と
し
て
支
え
て
い
き
ま
す
。

・
今
後
懸
念
さ
れ
る
高
齢
者
を
取
り
巻
く
諸
課
題
(ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
、
8
0
5
0
、
高
齢
者
虐
待
な
ど
)へ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
目
を
向

け
ら
れ
る
よ
う
地
域
の
高
齢
者
の
把
握
に
努
め
、
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
結
び
つ
け
る
体
制
と
し
ま
す
。

・
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
気
軽
に
相
談
で
き
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
迅
速
に
つ
な
げ
ら
れ
る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

・
市
民
に
不
利
益
が
な
い
よ
う
に
、
広
報
活
動
・
周
知
を
行
い
ま
す
。

・
広
報
誌
記
事
掲
載
、
チ
ラ
シ
作
成
、
市
C
A
T
V
の
活
用
、
各
種
会
議
等
で
セ
ン
タ
ー
移
転
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
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多
職
種
協
働
に
よ
る
個
別
事
例
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
と
地
域
課

題
の
解
決
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築

○
高
齢
化
の
進
展
、
相
談
件
数
の
増
加
等
に
伴
う
業
務
量
の
増
加
お
よ
び
セ
ン
タ
ー
ご
と
の
役
割
に
応
じ
た
人
員
体
制
を
強
化
す
る
。

○
市
町
村
は
運
営
方
針
を
明
確
に
し
、
業
務
の
委
託
に
際
し
て
は
具
体
的
に
示
す
。

○
直
営
等
基
幹
的
な
役
割
を
担
う
セ
ン
タ
ー
や
、
機
能
強
化
型
の
セ
ン
タ
ー
を
位
置
づ
け
る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
間
の
役
割
分
担
・
連
携
を
強
化
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
目
指
す
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に
よ
る
評
価
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
充
実
等
に
よ
り
、
継
続
的
な
評
価
・
点
検
を
強
化
す
る
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
に
関
す
る
情
報
公
表
を
行
う
。

早
期
診
断
・
早
期
対
応
等
に
よ
り
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
支
援
体
制
づ
く
り

な
ど
、
認
知
症
施
策
を
推
進

地
域
医
師
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

在
宅
医
療
・
介
護
の
一
体
的
な
提
供

体
制
を
構
築

市
町
村

運
営
方
針
の
策
定
・
新
総
合
事
業
の
実
施
・
地
域
ケ
ア
会
議
の
実
施
等

都
道
府
県

市
町
村
に
対
す
る
情
報
提
供
、
助
言
、
支
援
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

介
護
予
防
の
推
進

地
域
ケ
ア
会
議

包
括
的
支
援
業
務

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
基
幹
的
な
役
割
の
セ
ン

タ
ー
（
※
１
）
や
機
能
強
化
型
の
セ
ン
タ
ー
（
※

２
）
を
位
置
づ
け
る
な
ど
セ
ン
タ
ー
間
の
役
割
分

担
・
連
携
を
強
化

※
１
基
幹
的
な
役
割
の

セ
ン
タ
ー

（
直
営
セ
ン
タ
ー
で
実
施
も
可
）

た
と
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
間
の

総
合
調
整
、
他
セ
ン
タ
ー
の

後
方
支
援
、
地
域
ケ
ア
推
進

会
議
の
開
催
な
ど
を
担
う

※
２
機
能
強
化
型
の
セ
ン
タ
ー

過
去
の
実
績
や
得
意
分
野
を
踏

ま
え
て
機
能
を
強
化
し
、
他
の

セ
ン
タ
ー
の
後
方
支
援
も
担
う

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

地
域
資
源
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
多
様
な
主

体
に
よ
る
生
活
支
援
を
充
実

多
様
な
参
加
の
場
づ
く
り
と

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
適
切
な
関
与
に
よ

り
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
支
援

従
来
の
業
務
を
評
価
・
改
善
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
の
取
組
を
充
実

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

今
後
充
実
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
適
切

な
機
関
が
実
施

＜
例
＞

・
基
幹
的
な
役
割
の
セ
ン
タ
ー
に

位
置
づ
け
る
方
法

・
他
の
適
切
な
機
関
に
委
託
し
て

連
携
す
る
方
法

・
基
幹
的
な
役
割
の
セ
ン
タ
ー
と

機
能
強
化
型
の
セ
ン
タ
－
で
分

担
す
る
方
法

等
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セ
ン
タ
ー
長

1
名

主
任
介
護
支
援
専
門
員

3
名

保
健
師

3
名

社
会
福
祉
士

3
名

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

北
杜
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
直
営
）
組
織
（
案
）

地
域
ケ
ア
会
議

○
高
齢
化
の
進
展
、
そ
れ
に
伴
う
相
談
件
数
の
増
加
等
を
勘
案
し
て
、
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
人
員
体
制
を
業
務
量
に
応
じ
て
適
切
に
配
置
。

○
今
後
、
現
在
の
業
務
に
加
え
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
強
化
、
認
知
症
施
策
の
推
進
を
図
る
中
で
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
応
じ
た

人
員
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

1
名

事
務
職
員

１
名

ケ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー

6
名

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
支
援
課
が
所
管
す
る
施
設
。
位
置
は
地
理
的
条
件
を
考
慮
し
、
令
和
２
年
４
月
よ
り
高
根
総
合
支
所
に
移
転
。

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

総
合
相
談
支
援
業
務

権
利
擁
護
業
務

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
）

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
設
に
関
し
て
は
、
市
民
や
介
護
事
業
所
等
に
対
し
、
政
策
実
現
に
向
け
た
丁
寧
な
説
明
が
必
要
に
な
る
。

3 職 種

○
３
職
種
に
対
し
て
は
、
第
一
号
被
保
険
者
の
数
が
概
ね
３
千
人
以
上
６
千
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ
き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
の
員
数
は
、
原
則
１
名
と
さ
れ

て
い
る
。
(介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
1
4
0
条
の
6
6
第
1
項
第
1
号
イ
)

○
北
杜
市
の
第
一
号
被
保
険
者
数
(6
5
歳
以
上

H
3
1
.4
.1
現
在
)
1
7
,7
4
5
人
原
則
基
準
に
基
づ
く
と
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
専
門
員
が
各

3
人
必
要
に
な
る
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
変
更
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
人
員
体
制

・
法
令
や
市
条
例
等
に
よ
り
、
ひ
と
つ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
数
が
お
お
む
ね
3
,0
0
0

人
以
上
6
,0
0
0
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ
き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
の
員
数
は
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

(1
)
保
健
師
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

1
人

(2
)
社
会
福
祉
士
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

1
人

(3
)
主
任
介
護
支
援
専
門
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

1
人

・
平
成
3
1
年
4
月
1
日
現
在
、
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
数
1
7
,7
4
5
人
に
換
算
す
る
と
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

(1
)
保
健
師
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

3
～
6
人

(2
)
社
会
福
祉
士
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

3
～
6
人

(3
)
主
任
介
護
支
援
専
門
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

3
～
6
人

※
令
和
7
（
2
0
2
5
）
年
の
推
計
の
と
お
り
、
高
齢
者
数
が
1
8
,0
0
7
人
と
な
っ
て
も
、
計
算
上
、
3
職
種
の
員
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

・
こ
れ
を
踏
ま
え
、
高
齢
化
の
進
展
、
そ
れ
に
伴
う
相
談
件
数
の
増
加
等
を
勘
案
し
、
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
人
員
体
制
を
業
務
量
に
応
じ
て
適
切

に
配
置
し
て
い
き
ま
す
。

・
さ
ら
に
、
今
後
、
現
在
の
業
務
に
加
え
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
強
化
、
認
知
症
施
策
の
推
進
を
図
る
中
で
、

セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
応
じ
た
人
員
体
制
の
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
変
更
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

＜
参
考
資
料
＞

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化

・
事
業
所
が
求
め
て
い
る
行
政
と
の
連
携
・
支
援
策
に
つ
い
て
、
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実
」
に
期
待
す
る
声
が
5
割
強
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
介
護
事
業
所
調
査
報
告
書
（
速
報
値
）

6
2
.5

5
7
.5

5
7
.5

4
7
.5

2
5
.0

2
0
.0

7
.5

2
.5

7
.5

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

介
護
人
材
の
確
保
に
係
る
支
援

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実

介
護
保
険
に
関
す
る
情
報
提
供

利
用
者
へ
の
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
啓
発

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修

適
正
な
介
護
報
酬
請
求
の
た
め
の
情
報
提
供

不
正
な
事
業
所
の
指
導

そ
の
他

無
回
答

(％
)

(n
=
4
0
)

令
和
元
年
1
2
月
2
日
策
定
委
員
会
で
説
明
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北杜市地域包括支援センター評価指標を活用した業務チェック

Ｒ１年度

北杜市地域包

括支援センター

R1年度

全国（セン

ター）

（参考）
Ｈ３０年度
北杜市

1 1   組織運営体制等 89.5% 81.3% 73.7%

2 2-(1) 総合相談支援 66.7% 88.7% 66.7%

3 2-(2) 権利擁護 100.0% 85.9% 80.0%

4 2-(3) 包括的・継続的ケアマネジメント支援 66.7% 78.4% 66.7%

5 2-(4)　地域ケア会議 88.9% 80.5% 76.2%

6 2-(5)　介護予防ケアマネジメント・介護予防支援 60.0% 75.8% 60.0%

7 3　事業間連携（社会保障充実分事業） 80.0% 87.2% 60.0%

■レーダーチャート

１　組織運営体制

２－(１)　総合相談支援

令和2年1月16日地域包括支援センター運営協議会

　■2.レーダーチャートについて■

○レーダーチャートに示されている「７項目」の数値は、「1.業務チェックシート」にて入力した評価指標の平均値です。

○例えば、『２　個別業務』の「２-(1)　総合相談支援業務」６の設問に対し、「○」の付いた設問が４か所ある場合は、

　　「２-(1)総合相談支援」の平均値は４/６＝66.7％（小数点2位を四捨五入）となります）。

○レーダーチャートの数値を確認し、全国の状況と比較することで、センターの「特徴」を確認できます。

【改善が必要な項目のみ評価】

・介護保険担当との連絡会は開催しており参加できているが「定期的」に行われていない状況であ

る。今後センターが移転することにともない定例会を「定期的」に開催する予定である。

・総合相談の終結条件については、令和元年度に入り検討を重ね介護保険担当と共有した。

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%
1   組織運営体制等

2-(1) 総合相談支援

2-(2) 権利擁護

2-(3) 包括的・継続的ケアマネ

ジメント支援
2-(4) 地域ケア会議

2-(5) 介護予防ケアマネジメン

ト・介護予防支援

3 事業間連携（社会保障充

実分事業）

Ｒ１年度

北杜市地域包

括支援センター

R1年度

全国（センター）

（参考）

Ｈ３０年度

北杜市
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２－(２)　権利擁護

２－(３)　包括的・継続的マネジメント支援

２－(４)　地域ケア会議

２－(５)　介護予防ケアマネジメント・介護予防支援

３　事業者間連携（社会保障充実分）

○

○

○ 地域課題を精査し、介護保険担当と共有し施策展開できるよう取りまとめる。

・在宅医療・介護連携推進事業における相談窓口の設置ができていない。令和2年度の在宅医

療・介護連携推進会議で検討し始める予定である。

【今後の取り組み】

センターが高根総合支所に移転するにともない業務が円滑に行われるように介護保険担当と

連携を密に図る。

保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員でチームアプローチができる体制を強化して、高

齢者の個別課題解決への支援をスムーズに行う。

・高齢者虐待事例や疑いの事例について介護保険担当と共有するツールを作成したので今後も

継続して共有していく。

・出前講座では市民からの要望で介護予防や自立支援について啓蒙をしている。「介護支援専門

員が円滑に業務ができるような内容について」は、意図的には盛り込んでいない。今後は盛り込むこ

とで改善を図っていきたい。

・介護支援専門員からの相談事例を29年度より取りまとめている段階であり、来年度は3年間を

経年的に分析できるようにしていく。

・センター主催の地域ケア会議の議事録や検討内容を参加者で共有はできていない状況である。

議事録を参加者に配布していく。
・自立支援型地域ケア個別会議など開催しているが、そこから出された地域課題を総合的に分析

して施策として検討することまでには至っていない状況である。センター内で共有し検討する必要が

・センターが1箇所なので介護保険担当から利用者のセルフマネジメントを推進するための手法や、

介護予防ケアマネジメント・介護予防支援を委託する事業所選定の公平性・中立性確保のため

の指針は示されていないが、今後介護保険担当と協議して対応していく。

・相談者からの相談については、相談件数の集計や内容の記録や対応の集計などできているが、

「家族介護者」だけのものを「取りまとめ」てはいない状況である。有効的にまとめる方法を検討して

いきたい。

- 13 -



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
実
施
状
況
に
係
る
評
価
に
つ
い
て

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
9
年
介
護
保
険
法
改
正
に

お
い
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
者
及
び
市
町
村
に
よ
る
評
価
を
行
う
こ
と
を
義
務
化
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
課
題
は
、
介
護
予
防
支
援
や
総
合
相
談
支
援
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
異
な
る
こ
と
か
ら
、

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
踏
ま
え
た
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
そ
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
業
務
の
整
理
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
に
関
す
る
評
価
の
実
施
を
通
じ
て
、
市
町
村
に
対
し
適
切
な
人
員
体
制
の
確
保
を
促

す
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
国
に
お
い
て
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
状
況
の
把
握
・
検
証
を
行
い
つ
つ
、
介
護
予
防
支
援
と
の
間

で
円
滑
な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
事
務
手
続
き
等
の
改
善
を
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
適
切
に
評
価
し
て
い
く
た
め
に
は
、
確
立
さ
れ
た
評
価
指
標
に
よ
り
定
期
的
に
評
価
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
評
価
は
、
努
力
義
務
と
し
て
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
実
施
し
て
い
る
。

○
こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
評
価
指
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、
評
価
を
行
う
こ
と
を
市
町
村
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
義
務
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。
ま
た
、
市
町
村
に
対
し
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
に
関
す
る
評
価
の
実
施
を
通
じ
て
、
適
切
な
人
員
体
制
の
確
保
を
促
し
、
ま
た
そ
の
結
果
を

公
表
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
（
平
成
2
8
年
1
2
月
９
日
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
）

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

第
百
十
五
条
の
四
十
六
（
略
）

２
・
３
（
略
）

４
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
は
、
自
ら
そ
の
実
施
す
る
事
業
の
質
の
評
価
を
行
う
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
施

す
る
事
業
の
質
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
～
８
（
略
）

９
市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

次
条
第
一
項
の
方
針
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
0
～
1
2
（
略
）

介
護
保
険
法
（
平
成
2
9
年
介
護
保
険
法
改
正
後
）

1
1
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
評
価
指
標
の
概
要

評
価
指
標
の
概
要

○
評
価
指
標
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
組
織
運
営
体
制
と
、
総
合
相
談
支
援
業
務
・
権
利
擁
護
業
務
等
セ
ン
タ
ー
が
担
う
役
割
ご
と
に
設
定
。

○
具
体
的
な
評
価
指
標
に
つ
い
て
は
、
法
令
や
関
係
通
知
の
規
定
に
お
い
て
セ
ン
タ
ー
と
し
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
、

調
査
研
究
事
業
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
設
定
。

評
価
分
野

概
要

１
組
織
運
営
体
制

保
健
師
等
３
職
種
の
配
置
状
況
等
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
組
織
運
営
体
制
を
評
価
す
る
も
の
。

２
総
合
相
談
支
援

相
談
内
容
の
記
録
・
把
握
、
対
応
困
難
な
相
談
事
例
解
決
の
た
め
の
市
町
村
と
セ
ン
タ
ー
の
連
携
体
制
な
ど
、

総
合
相
談
支
援
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
取
組
を
評
価
す
る
も
の
。

３
権
利
擁
護

消
費
者
被
害
の
情
報
に
関
す
る
地
域
の
民
生
委
員
等
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
た
め

の
業
務
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
取
組
を
評
価
す
る
も
の
。

４
包
括
的
・
継
続
的
ｹ
ｱ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ支
援

医
療
関
係
者
と
介
護
支
援
専
門
員
の
意
見
交
換
の
場
の
設
定
な
ど
、
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
た
め
の
地
域
に
お
け
る
連
携
・
協
働
の
体
制
づ
く
り
等
の
取
組
を
評
価
す
る
も
の
。

５
地
域
ケ
ア
会
議

多
職
種
連
携
に
よ
る
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
等
に
資
す
る
観
点
か
ら
の
個
別
事
例
の
検
討
等
を
行
う
地
域

ケ
ア
会
議
の
取
組
状
況
を
評
価
す
る
も
の
。

６
介
護
予
防
ｹ
ｱ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ・
介
護
予
防
支
援

ケ
ア
プ
ラ
ン
へ
の
地
域
の
多
様
な
社
会
資
源
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
も
の
。

７
事
業
連
携

医
療
関
係
者
と
合
同
の
事
例
検
討
会
へ
の
参
加
な
ど
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
等
と
の
連
携
の
状

況
を
評
価
す
る
も
の
。

1
2
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
評
価
指
標
の
集
計
結
果
（
平
成
3
0
年
度
）

市
町
村

セ
ン
タ
ー

1
6
.3
%

2
7
.6
%

2
3
.3
%

1
4
.5
%

8
.3
%

4
.1
%

2
.1
%

0
.9
%

0
.4
%

2
.5
%

0
.0
%

5
.0
%

1
0
.0
%

1
5
.0
%

2
0
.0
%

2
5
.0
%

3
0
.0
%

0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

1
4
0
0

1
6
0
0

5
0
～
5
5

4
5
～
4
9

4
0
～
4
4

3
5
～
3
9

3
0
～
3
4

2
5
～
2
9

2
0
～
2
4

1
5
～
1
9

1
0
～
1
4

0
～
1
0

セ
ン
タ
ー
数

割
合

2
.4
%9
.2
%

1
4
.5
%

1
8
.6
%

1
9
.5
%

1
4
.4
%

9
.9
%

5
.7
%

3
.4
%

1
.9
%

0
.4
%
0
.0
%

5
.0
%

1
0
.0
%

1
5
.0
%

2
0
.0
%

2
5
.0
%

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

4
0
0

5
5
～
5
9

5
0
～
5
4

4
5
～
4
9

4
0
～
4
4

3
5
～
3
9

3
0
～
3
4

2
5
～
2
9

2
0
～
2
4

1
5
～
1
9

1
0
～
1
4

0
～
1
0

市
町
村
数

割
合

0
.0
%

5
0
.0
%

1
0
0
.0
%

組
織
運
営
体
制
等

総
合
相
談
支
援

権
利
擁
護

包
括
的
・
継
続
的
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

地
域
ケ
ア
会
議

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
介
護
予

防
支
援

事
業
間
連
携
（
社

会
保
障
充
実
分
事

業
）

点
数
分
布

点
数
分
布

0
.0
%

5
0
.0
%

1
0
0
.0
%

組
織
運
営
体
制

等

総
合
相
談
支
援

権
利
擁
護

包
括
的
・
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援

地
域
ケ
ア
会
議

介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
介
護

予
防
支
援

事
業
間
連
携
（
社

会
保
障
充
実
分

事
業
）

1
3
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